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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端に設けられた先端部本体に対して，この先端部本体の先端面を洗浄するた
めのノズルが一体に形成された先端キャップを着脱自在に設けた内視鏡先端部において；
　少なくとも前記ノズルの開口部に対向する部位は，前記先端部本体の先端部が前記先端
キャップの先端部よりも先端側に位置し，
　前記先端部本体の先端面には，前記先端キャップの内側面と，前記先端キャップの先端
部より先端側に突出した面を有する前記先端部本体の外側面とによって囲まれて形成され
，前記先端キャップの先端部よりも先端側に位置する少なくとも前記ノズルの開口部に対
向する部位に，前記内視鏡に設けられた吸引機構の吸引管路に連通した吸引連絡口が設け
られ，
　前記先端部本体の先端側には，内部に設けられた対物光学系に被検体像を透過させる観
察窓が設けられていることを特徴とする，内視鏡先端部。
【請求項２】
　少なくとも前記ノズルの開口部に対向する部位の縁部では，前記先端キャップの先端部
と前記先端部本体の先端部とが連続し，前記縁部の外形が全体として滑らかな曲面となる
ことを特徴とする，請求項１に記載の内視鏡先端部。
【請求項３】
　前記吸引連絡口は，前記先端部本体の側面と前記先端キャップとの間に形成された吸引
連絡通路を介して前記吸引管路に連通していることを特徴とする，請求項１に記載の内視
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鏡先端部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は，内視鏡先端部にかかり，特に着脱式先端キャップを具備する内視鏡先端部に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡は，一般に操作部に体腔内等へ挿入される挿入部が連接され，また操作部からコネ
クタ部等に接続するためのユニバーサルコードを引き出すことにより大略構成される。挿
入部は，操作部への連接部から大半の長さを占める任意方向に曲がる軟性部と，軟性部の
先端側に連接され，操作部からの遠隔操作により任意の方向に湾曲されるアングル部と，
このアングル部の先端側に連接される先端部とを備える。
【０００３】
先端部の先端面には，観察窓，照明窓等が配設されている。また，内視鏡には，先端部の
先端面を洗浄するための送気／送水機構が設けられている。挿入部内には，長手方向に沿
って送気／送水管路が形成されている。また，先端部の先端面には，送気／送水管路の開
口部位にノズル部が設けられている。このノズル部は，送気／送水管路の開口部を覆い，
ノズル部の開口面が観察窓等の洗浄対象に向いている。
【０００４】
内視鏡は，体内等に挿入される関係から，その使用の都度，洗浄しなければならない。こ
の洗浄は，内視鏡の外面部分のみでなく，処置具挿通管路や，送気／送水管路等の管路の
内部も洗浄する必要がある。このような管路の内部を洗浄するのに効果的な方法として，
従来から処置具挿通管路では，洗浄ブラシによるブラッシングが行われてきた。
【０００５】
しかし，送気／送水管路では，洗浄用ブラシでブラッシングするのに，洗浄用ブラシが上
記のノズル部の内側面に当たるため，ノズル部を完全にブラッシングするのが困難となっ
ていた。
【０００６】
このため，先端部本体の先端面の観察窓の表面に向かって空気または水を吹きつけるため
のノズル部が形成されたノズル一体型の着脱式先端キャップが開示されている（例えば，
特許文献１参照）。この着脱式先端キャップを使用することにより，使用後に先端キャッ
プを外して洗浄を行えるため，ノズル部の洗浄消毒が行い易い等のメリットがある。
【０００７】
また，先端部本体に着脱自在の内視鏡用の先端フードとして，吸引口と連通させた吸引連
絡口からの吸引作用により，洗浄後に観察窓等に付着した水等を除去させるものもある（
例えば，特許文献２参照）。
【０００８】
【特許文献１】
特開２０００－１６６８５６号公報
【特許文献２】
特開平１０－２４８７９２号公報
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら，特許文献１に記載のようなものでは，先端キャップを先端部本体に装着し
たとき，ノズル部の開口部に対向する部位が先端部本体の先端部と先端キャップの先端部
が略同一面上に配置されるため，使用時にノズル部からの送気／送水時に先端部本体の先
端部と先端キャップの先端部との間に若干の段差やギャップが生じてしまう。このため，
観察窓等の洗浄後に観察窓表面に付着した水滴等を除去するために，ノズルから加圧エア
を送気した場合，これらの段差やギャップに水等が引っかかり，洗浄水等を十分に除去す
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ることができない。このため，観察窓等には，水滴等が付着されたままとなり，内視鏡の
使用時に観察しづらくなることが問題となっていた。
【００１０】
また，特許文献２に記載の内視鏡用先端フードは，確かに洗浄後に観察窓等に付着した水
等の除去作用時の水切れ性を向上させることはできる。しかし，先端部本体の先端の体腔
内壁や臓器等に対する過大な圧迫作用を防止するために，先端部本体の端面よりフードの
端面を出っ張らせる構成となっているため，洗浄時に観察窓等に付着されている水等を加
圧エアの送気作用だけでは除去されず，洗浄作用後に吸引作用を施す２段階の動作が必要
となり，手間がかかる。
【００１１】
本発明は，従来の内視鏡先端部が有する上記問題点に鑑みてなされたものであり，本発明
の目的は，内視鏡の先端部端面の洗浄時に観察窓等に付着した水滴等を確実に，かつ容易
に除去することの可能な，新規かつ改良された内視鏡先端部を提供することである。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するため，本発明の第１の観点によれば，挿入部の先端に設けられた先端
部本体に対して，この先端部本体の先端面を洗浄するためのノズルが一体に形成された先
端キャップを着脱自在に設けた内視鏡先端部において，少なくともノズルの開口部に対向
する部位は，先端部本体の先端部が先端キャップの先端部よりも先端側に位置することを
特徴とする，内視鏡先端部が提供される。
【００１３】
このとき，少なくともノズルの開口部に対向する部位の縁部では，先端キャップの先端部
と先端部本体の先端部とが連続し，この縁部の外形が全体として滑らかな曲面となること
としてもよい。
【００１４】
このような構成とすることにより，内視鏡の先端部端面の洗浄時の送水後に加圧エアを送
気作用させることにより，観察窓等に付着した水等を確実に，かつ容易に除去するが出来
るようになる。
【００１５】
また，このとき先端部本体の先端面には，少なくともノズルの開口部に対向する部位に，
内視鏡に設けられた吸引機構の吸引管路に連通した吸引連絡口が設けられ，この吸引連絡
口は，先端部本体の側面と先端キャップとの間に形成された吸引連絡通路を介して吸引管
路に連通していることとしてもよい。
【００１６】
このような構成とすることにより，吸引管路を負圧にすると，吸引連絡口に吸引作用を施
すことが可能になるので，先端部本体の先端側表面に付着した水滴等をより確実に除去す
ることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下に添付図面を参照しながら，本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。な
お，本明細書及び図面において，実質的に同一の機能構成を有する構成要素については，
同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１８】
（第１の実施の形態）
図１は，本発明にかかる内視鏡の先端部を適用する内視鏡１００の管路全体構成図である
。
【００１９】
内視鏡１００は，体腔内等へ挿入される挿入部１０２と，挿入部１０２の湾曲操作や送気
／送水，吸引等の操作をする操作部１０４と，光源装置等と接続するためのコネクタ部１
０８と，操作部１０４からコネクタ部１０８に接続するためのユニバーサルコード部１０
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６とを備えている。
【００２０】
内視鏡１００には，送気／送水機構が設けられている。この送気／送水機構は，操作部１
０４に設けられた送気／送水バルブ１０９を備える。送気／送水バルブ１０９は，操作部
１０４に装着された送気／送水用シリンダ１１２と，この送気／送水用シリンダ１１２に
摺動自在に設けられた送気／送水ボタン１１０とを備える。
【００２１】
送気／送水用シリンダ１１２は，操作部１０４内に配設された先端部側送気管路１１４と
先端部側送水管路１１６が接続されている。また，操作部１０４からユニバーサルコード
部１０６を介してコネクタ部１０８へ延出して設けられたコネクタ部側送気管路１１８，
コネクタ部側送水管路１２０が接続されている。
【００２２】
また，先端部側送気管路１１４と先端部側送水管路１１６は，途中で合流して挿入部１０
２内に配設された送気／送水管路１１５に連設している。さらに，コネクタ部側送気管路
１１８，およびコネクタ部側送水管路１２０は，コネクタ部１０８に備わる送水タンク１
３２に接続されている。このとき，コネクタ部側送気管路１１８は，途中で分岐して分岐
管１３４を介して，送気ポンプ１３６を具備する制御装置１３８に接続される。
【００２３】
また，内視鏡１００には，吸引機構が設けられている。この吸引機構は，操作部１０４に
設けられた吸引バルブ１２１を備え，この吸引バルブ１２１は，送気／送水バルブ１０９
と並設されている。吸引バルブ１２１は，操作部１０４に装着された吸引用シリンダ１２
４と，この吸引用シリンダ１２４に摺動自在に設けられた吸引ボタン１２２とを備える。
【００２４】
吸引用シリンダ１２４は，操作部１０４内に配設された先端部側吸引管路１２６と，およ
び操作部１０４からユニバーサルコード部１０６を介してコネクタ部１０８へ延出して設
けられたコネクタ部側吸引管路１２８と接続されている。先端部側吸引管路１２６は，途
中で処置具挿通管路１３０と合流して，先端部１５０に連通する吸引管路１２５となる。
また，コネクタ部側吸引管路１２８は，吸引ポンプ（図示せず）に接続されている。
【００２５】
内視鏡１００の管路を上記の構成とすることにより，送気／送水ボタン１１０を押動する
と，送気／送水ボタン１１０の活塞部１４０に設けられた側壁孔１４２とコネクタ部側送
気管路１１８，およびコネクタ部側送水管路１２０とが連通される。これらのコネクタ部
側送気管路１１８およびコネクタ部側送水管路１２０が先端部側送気管路１１４，および
先端部側送水管路１１６と連通されることにより，所望の送気／送水操作が施される。
【００２６】
また，吸引ボタン１２２を押動すると，吸引ボタン１２２の活塞部１４４に設けられた側
壁孔１４６とコネクタ部側吸引管路１２８とが連通することにより，このコネクタ部側吸
引管路１２８と先端部側吸引管路１２６とが連通され，所望の吸引操作が施される。
【００２７】
次に，本発明にかかる内視鏡の先端部の第１の実施の形態を図面を参照しながら説明する
。
【００２８】
まず，本実施形態の内視鏡１００の先端部１５０について，図面を用いて説明する。図２
は，本実施形態の内視鏡の先端部１５０の先端側からの正面図である。
【００２９】
図２に示すように，先端部１５０に有する先端部本体１５２の先端側には，被検体の画像
を取り込む観察系の一部である観察窓１５４，被検体に向けて照明光を発する照明系の一
部である照明窓１５６，処置時に体液等を吸引する吸引機構の一部であり，かつ鉗子を始
めとする処置具等を挿通させる吸引管路１２５の開口部１５８，および観察窓１５４等の
汚れを洗浄するための送気／送水機構の一部である送気／送水管路１１５の開口部１６０
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が設けられている。
【００３０】
先端部本体１５２には，上記の送気／送水管路１１５からの洗浄／乾燥用の流体を観察窓
１５４表面に向けて噴出させる開口部１６２を形成したノズル１６４を一体に設けた先端
キャップ１６６が嵌着されている。
【００３１】
また，先端部本体１５２の先端面には，少なくともノズル１６４の開口部１６２に対向す
る部位に，洗浄時に観察窓１５４に付着した水滴をより確実に除去するための吸引連絡口
１６８が設けられている。また，先端部本体１５２の先端面には，吸引連絡口１６８の近
傍に吸引連絡口１６９が設けられている。この吸引連絡口１６９は，その先端側が先端キ
ャップ１６６に覆われており，先端キャップ１６６と先端部本体１５２の間に溜まった水
等を吸引除去するものである。
【００３２】
これら吸引連絡口１６８，１６９は，先端部本体１５２の側面に形成された吸引連絡溝１
７０および吸引連絡路１７１を介して先端部本体１５２内部に設けられた吸引管路１５８
に接続される。先端キャップ１６６の内側面と吸引連絡溝１７０および吸引連絡路１７１
とにより吸引連絡通路が形成される。このような構成とすることにより，吸引管路１５８
を負圧にすると，吸引連絡路１７１，吸引連絡溝１７０および先端キャップ１６６の内側
面によって形成される吸引連絡通路を介して吸引連絡口１６８，１６９に吸引力が作用す
るようになる。
【００３３】
これにより，吸引連絡口１６８，１６９は，ノズル１６４から噴出され，観察窓１５４等
の洗浄対象物を通った水や空気等を吸引することが出来る。このように，ノズル１６４か
ら噴出された水等は吸引連絡口１６８，１６９に吸引されるので，先端部１５０の縁部を
通って外側に水等が飛び散ることを防止できる。特にノズル１６４から水などが広角的に
噴出されたときに，先端部本体１５２の先端面のうち先端キャップ１６６で覆われた部位
に溜まる水等を吸引連絡口１６９により効率的に吸引することが出来る。
【００３４】
次に．本実施形態の内視鏡１００の挿入部１０２の先端部１５０の構成を図面を参照しな
がら説明する。図３（ａ）は，本実施形態の内視鏡１００の先端部１５０の軸方向の断面
図であり，図３（ｂ）は，図３（ａ）のＡ部の拡大図である。
【００３５】
図３（ａ）に示すように，挿入部１０２の先端部１５０は，先端部本体１５２に操作部１
０４から延出される操作ワイヤ１７２によって湾曲操作されるアングル部１７４が連設さ
れている。このアングル部１７４は，複数の管状部材が例えば上下方向に１対，左右方向
に１対の計４箇所に設けられた連結部（図示せず）で交互に連結されている。
【００３６】
先端部本体１５２側に有する管状部材１７６には，外表面から内側に凹ませることにより
操作ワイヤ固定部１７８が形成され，この操作ワイヤ固定部１７８に操作ワイヤ１７２を
挿入されることによって操作ワイヤ１７２が固定される。かかる構成とすることにより，
操作部１０２で遠隔操作することにより，アングル部１７４が湾曲操作され，先端部本体
１５２を所望の方向に向けることが可能となる。
【００３７】
アングル部１７４と先端部本体１５２により形成された湾曲管１８０の外周は，糸状の素
線を編成することにより形成された編管（図示せず）で被覆され，かかる編管は，更に合
成ゴム等で形成された外被管１８２で被覆されている。また外被管１８２は，湾曲管１８
０から容易に剥離しないようにするために，糸等で外部から縛り，かかる糸巻き部１８４
は，糸が外れないようにするために接着剤等の封止材１８６で被覆されている。
【００３８】
先端部本体１５２には，観察窓１５４を備える対物光学系を構成する鏡胴１８８が装着さ
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れ，この対物光学系の結像位置には，プリズム１９０を介して固体撮像素子１９２が設け
られている。この固体撮像素子１９２の基板１９４からは，ケーブル１９６が引き出され
ている。また，処置時に体液等を吸引する吸引機構の一部であり，かつ鉗子を始めとする
処置具等を挿通させる吸引管路１２５が先端部本体１５２内に設けられている。
【００３９】
さらに，観察窓１５４等を洗浄するための洗浄水と観察窓１５４等を洗浄後に乾燥するた
めの加圧エアとを観察窓１５４に供給するためのノズル１６４を備えた先端キャップ１６
６が先端部本体１５２に嵌着されている。このノズル１６４は，送気／送水管路１１５に
連通し，送気／送水管路１１５からの洗浄水や加圧エアが開口部１６２から噴出するよう
になっている。観察窓１５４に汚濁物が付着すると，まず洗浄水を観察窓１５４に噴出さ
せて，汚濁物を洗い流す。そして，洗浄水を噴出させた後に，観察窓１５４の表面に付着
する水滴を乾燥／除去するために，加圧エアを観察窓１５４に向けて噴出させる。
【００４０】
また，本実施形態では，ノズル１６４の開口部１６２に対向する部位は，先端部本体１５
２の先端部１５２ａが先端キャップ１６６の先端部１６６ａより先端側に位置している。
さらに，図３（ｂ）に示すように，ノズル１６４の開口部１６２に対向する部位の縁部で
は，先端キャップ１６６の先端部１６６ａと先端部本体１５２の先端部１５２ａとが連続
し，この縁部の外形が全体として滑らかな曲面となっている。
【００４１】
先端部１５０を上記の構成とすることにより，洗浄後にノズル１６４から加圧エアを送気
させることにより，観察窓１５４等に付着した水滴等が先端部本体１５２の先端部１５２
ａに滞ることなく除去されやすくなる。このため，洗浄後の観察窓１５４が水滴等で曇る
ことによる観察視野の劣化を防ぐことが可能となる。
【００４２】
図４は，図３（ａ）のＢ－Ｂ間の断面図であり，先端部１５０の基端側から見た断面図で
ある。先端部本体１５２には，複数の透孔が形成されている。これら各透孔には，観察系
の一部である観察窓１５４を備えた鏡胴１８８，照明系の一部である照明機能部１９８，
吸引機構の一部となる吸引管路１２５，および送気／送水機構の一部である送気／送水管
路１１５が備えられる。
【００４３】
また，先端部本体１５２の側面には，前述のように吸引連絡溝１７０および吸引連絡路１
７１が形成されている。この吸引連絡溝１７０は，ノズル１６４の開口部１６２に対向す
る部位の縁部となる先端部本体１５２の先端部１５２ａに形成された吸引連絡口１６８，
１６９と連通されている。先端部本体１５２をこのような構成とすることにより，吸引機
構の一部である吸引管路１５８と吸引連絡口１６８，１６９が離れていても，吸引管路１
５８を負圧にすることにより，吸引連絡路１７１，吸引連絡溝１７０および先端キャップ
１６６の内側面によって形成された吸引連絡通路を介して吸引連絡口１６８，１６９に吸
引作用を施すことが可能となる。このため，これらの吸引連絡口１６８，１６９に吸引作
用を施すことにより，水滴等をより確実に除去することができる。
【００４４】
次に，本実施形態の先端部本体１５２の端部１５２ａに形成された吸引連絡口１６８，１
６９から先端部本体１５２内に設けられた吸引管路１５８への接続の構成について図面を
参照しながら説明する。
【００４５】
図５（ａ）は，本実施形態の先端キャップ１６６と先端部本体１５２の側面図であり，（
ｂ）は，先端部本体１５２の先端側からの正面図である。また，図６は，本実施形態の先
端部本体１５２に先端キャップ１６６を着用したときの側面図である。
【００４６】
先端部本体１５２の先端側の側面には，前述のように吸引連絡溝１７０および吸引連絡路
１７１が形成されている。そして，先端キャップ１６６に設けられたノズル１６４の開口
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部１６２に対向する先端部本体１５２の端部１５２ａには，吸引連絡口１６８が形成され
，吸引連絡溝１７０および吸引連絡路１７１を介して吸引管路１５８と連通されている。
【００４７】
先端部本体１５２に先端キャップ１６６を装着させると，図６に示すように吸引連絡溝１
７０および吸引連絡路１７１は，先端キャップ１６６の内面が壁となることにより外部か
ら遮断される。そして，吸引管路１５８を負圧にすることにより，吸引連絡溝１７０およ
び吸引連絡路１７１を介して吸引連絡口１６８，１６９に吸引作用を施すことが可能とな
る。
【００４８】
また，本実施形態では，図６に示すように，先端部本体１５２に先端キャップ１６６を装
着させたとき，ノズル１６４の開口部１６２に対向する部位は，先端部本体１５２の先端
部１５２ａが先端キャップ１６６の先端部１６６ａより先端側に位置している。このため
，洗浄後にノズル１６４から加圧エアを送気させることにより，観察窓１５４等に付着し
た水滴等が先端部本体１５２の端部１５２ａに滞ることなく除去されやすくなる。
【００４９】
次に，従来の先端キャップ６６を着用した場合と，本実施形態の先端キャップ１６６を着
用した場合の作用について，図面を用いて比較しながら説明する。
【００５０】
図７は，（ａ）従来の先端キャップ６６を着用したときの作用説明図，（ｂ）本実施形態
の先端キャップ１６６を着用したときの作用説明図である。
【００５１】
従来では，図７（ａ）に示すように，先端キャップ６６に設けられたノズル６４の開口部
６２に対向する部位は，先端部本体５２の先端部５２ａと先端キャップ６６の先端部６６
ａが略同一面上，または先端キャップ６６の先端部６６ａの方が出っ張るように配置され
ている。このため，先端部本体５２の先端部５２ａと先端キャップ６６の先端部６６ａと
の間に若干の段差やギャップが生じてしまう。そのために，観察窓５４をノズル６４から
送水して洗浄した後に，観察窓５４を乾燥するために加圧エアを送気した場合に，これら
の段差やギャップに水滴ｗが引っかかってしまう。換言すると，ノズル６４からの送気作
用だけでは，洗浄時に観察窓５４に付着した水滴ｗを完全に除去することが出来なかった
。
【００５２】
これに対し，本実施形態では，図７（ｂ）に示すように，先端キャップ１６６に設けられ
たノズル１６４の開口部１６２に対向する部位は，先端部本体１５２の先端部１５２ａよ
りも先端キャップ１６６の先端部１６６ａが基端側に配置されている。このため，観察窓
１５４をノズル１６４から送水して洗浄した後に，観察窓１５４を乾燥するために加圧エ
アを送気することにより，水滴を先端部本体１５２の外側に飛ばし，観察窓１５４の表面
に付着した水滴ｗを容易に除去することが可能となる。換言すると，ノズル１６４からの
送気作用だけで，洗浄時に観察窓１５４に付着した水滴ｗを容易に除去することが出来る
。
【００５３】
なお，本実施形態では，前述したように吸引管路１５８を負圧にすることにより，吸引連
絡溝１７０および吸引連絡路１７１を介して吸引連絡口１６８，１６９が吸引作用をする
ようになるので，観察窓１５４の表面に付着した水滴ｗがより確実に除去されるようにな
る。
【００５４】
以上，添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが，本発明はか
かる例に限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇
内において各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり，それらについて
も当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【００５５】
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いるが，吸引連絡口は，観察窓の近くに少なくとも１つ設ければよい。また，先端部本体
に形成される吸引連絡溝を延長することにより，吸引連絡口を３つ以上設けることも可能
である。
【００５６】
さらに，第１の実施の形態では，先端部本体の外側面に形成した吸引連絡溝と先端キャッ
プの内側面によって，吸引連絡通路が形成されているが，先端キャップの内側面に形成し
た吸引連絡溝と先端部本体の外側面で吸引連絡通路を形成してもよい。
【００５７】
【発明の効果】
以上説明したように，本発明によれば，内視鏡の先端部の先端面を洗浄する際に，加圧エ
アを送気作用させることにより，水切れ性をより一層向上させることができ，観察窓等の
表面に付着した水等をより確実にかつ容易に除去するが出来るようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態にかかる内視鏡の先端部を適用する内視鏡の管路全体
構成図である。
【図２】第１の実施の形態の内視鏡の先端部の先端側からの正面図である。
【図３】（ａ）は，第１の実施の形態の内視鏡の先端部の軸方向の断面図であり，
（ｂ）は，図３（ａ）のＡ部の拡大図である。
【図４】図３（ａ）のＢ－Ｂ間の断面図である。
【図５】（ａ）は，第１の実施の形態の先端キャップと先端部本体の側面図であり，
（ｂ）は，先端部本体の先端側からの正面図である。
【図６】第１の実施の形態の先端部本体に先端キャップを着用したときの側面図である。
【図７】（ａ）は，従来の先端キャップを着用して洗浄したときの作用説明図であり，（
ｂ）は，第１の実施の形態の先端キャップを着用して洗浄したときの作用説明図である。
【符号の説明】
１００　　内視鏡
１０２　　挿入部
１０４　　操作部
１０６　　ユニバーサルコード部
１０８　　コネクタ部
１１５　　送気／送水管路
１２５　　吸引管路
１５０　　先端部
１５２　　先端部本体
１５２ａ　　先端部本体の先端部
１５４　　観察窓
１５６　　照明窓
１５８，１６０，１６２　　開口部
１６４　　ノズル
１６６　　先端キャップ
１６６ａ　　先端キャップの先端部
１６８，１６９　　吸引連絡口
１７０　　吸引連絡溝
１７１　　吸引連絡路
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